【市場調査業】
調査実務職種（集計・解析職務）

	項目
	内容

	役割
	収集したデータを、仕様に基づいて集計する。得られた集計結果を、統計的代表性に留意しつつ解析する。案件によっては、高度な手法を駆使して解析を行う。

	仕事の内容
	集計：実査担当者が収集したデータを電子化し、仕様に基づいて正確に集計する。必要に応じて業務を外部機関に委託し、その管理を行う。
解析：得られた集計結果に対して種々の解析手法を適用し、分析に必要な結果を導く。得られた結果をクライアントサービス担当者に受け渡す。

	キャリア形成例
	レベル1では集計業務を担当し、レベル2以降では解析業務も担当する。統計的知識及び解析手法に関する専門性を高めることで、解析のスペシャリストとなる。

レベル1、2ではクライアントサービス、実査との異動が多く行われる。解析に関する専門性が高まると、調査研究開発に異動する場合がある。
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	求められる知識・能力
	○特別な資格は必要ない。

○得られた結果が統計的にどの程度の信頼性があるかを客観的に検証するため、統計に関する専門的な知識が必要。

○解析業務においては、高度な解析手法を駆使して統計的に妥当な結果を導くために、数理的な素養と解析手法に関する専門的な知識が必要。

	関連資格・検定
	○統計士（財団法人実務教育研究所）
○社会調査士（社会調査士資格認定機構）

	労働省職業分類（小分類）との対応
	○252-20　調査事務員
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